






















〔まとめ〕 

 出生前診断について新生児外科疾患を治療する外科側より調査を行ない現在次のような

問題点がある。 

1.新生児外科的疾患の現在の出生前診断は全症例の 15%であり年々増加の傾向を示してい

る。 

2.出生前診断の確率が高い疾患は水腎症,腸管閉鎖症，臍帯ヘルニア,食道閉鎖症であり仙

尾部奇形腫,髄膜瘤等体表に腫瘤形成する出生前診断の確率は予想外に低かった。 

3.生後早期に外科治療を必要とする疾患については出生前診断例は非診断例よりより早期

に来院し治療が開始されておりこの面から出生前診断は有効な手段である。 

4.現在出生前診断例は非診断例に比し全体の予後は良好となっていない。これは重症合併

奇形をもつ例がより多く出生前診断がなされる結果によるものであった。 

5.出生前診断が現在より新生児外科の予後向上につながるためには出生前診断率の向上と

産科医と小児外科医のより一層の連携が必要である。 


